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V01a 最早ブラックホ－ ル結像装置：キャラバン-sub2
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　ブラックホ－ ル(事象の地平線)を最早で観測検出することに特化したサブミリ波 VLBIネットを検討してい
る。撮像 simulationから、既存のサブミリ波望遠鏡の寄せ集めVLBIでは、超長基線ばかりで、その検出は困難、
短基線 (2000km以下)が必要であることが判っている (Miyoshiら 2004,2007)。　大型固定球面鏡による集光力、
移動局による uvカバーの確保、さらに銀河中心事象の地平線撮像だけに特化（といいつつ短基線活用のサブミリ
波帯メーザ源のVLBI観測も可能）、現実的な「仕分け対応」のコストダウンシステムの実現を狙っている。
　 2009年秋年会以降、

(1)ボリビア・チャカルタヤ宇宙線観測所（標高 5300m)の調査：チャカルタヤ山頂は大型アンテナを設置する空
間は十分有り。
(2)2003年に閉鎖されたチリ・ラシラの SEST15m鏡（標高 2400m)の現状の調査：制御・受信系の再投入、副鏡
駆動系の修繕を行えば 230GHzまでの観測は十分可能。
(3)サブミリ波帯球面鏡の先駆者 Rameshらとの技術検討、
さらに (4)春日らによる絞り法による廉価アンテナ作成実験（国立天文台・技術センタ－ 利用）
を開始した。これらを報告する。（注：SEST鏡の調査は井上・浅田ら、台湾 ASIAAのサブミリ波 VLBIグルー
プとの共同作業であり、ASIAAはそのVSOP2リンク局としての利用を含めて探っている。)


